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論 文 の 内 容 の 要 旨
　ホワイトスポットシンドロームウイルス（WSSV）は，最も病原性・感染性が強いクルマエビ類に対する
ウイルスとして広く知られており，養殖産業に対する被害は数百万米ドルに及ぶ。いったん感染すると数日




























審 査 の 結 果 の 要 旨
　本論文は，エビ養殖場で多大な損害をもたらしているウイルス病（ホワイトスポットシンドロームウイル
ス）の対策に有効な検出法の構築，さらにウイルスに対するモノクローナル抗体を活用したウイルス感染中
和手法の開発を目的としたものである。ウイルス感染による養殖エビ大量死を防ぐにはまず，迅速かつ的確
なウイルス検出が重要であるが，さまざまなウイルスによる感染症の可能性があるにもかかわらず，ウイル
スを同時に検出する手法は今まで存在しなかった。そこで，本研究では，ホワイトスポットシンドロームウ
イルスとエビバキュロウイルスを同時に検出するための PCR条件を最適化した。さらに，これまで検出が
行なわれてこなかった土壌中のウイルスについても，DNA抽出法とプライマーの再構築を行なうことによ
りかなりの低濃度のウイルス DNAまでも検出することができる手法を開発した。
　また，ホワイトスポットウイルスに対するモノクローナル抗体のウイルス感染中和活性を有するものを選
抜し，その添加濃度と中和効果をエビ個体，エビ初代細胞を用いて明らかにした。中和活性が最も高かった
モノクローナル抗体の抗原結合部位の可変部位のうち，中でも特に可変性と抗原特異性の高い CDR3 領域の
アミノ酸配列を解読し，中和に関与している領域の一次配列を明らかにした。これにより，ウイルス感染を
中和するペプチドの合成を容易にし，さらに，養殖池においてエビと共存している細菌に感染し繁殖する
ファージにアミノ酸残基を生産させその表面に提示させることによりウイルス感染を防止することが期待さ
れる。
　よって，著者は博士（生物工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
